






















門の 4家になり、この体制が明治初年まで続いている。菅井家の資料には 1837 年（天保 8）






















































り、紙と干物・果物の商い高も他と遜色はない（5）。なお 1869 年（明治 2）の信州問屋の上
申書によれば、松本・飯田行きの下り荷物は、西国産の「西国紙・蝋・鉄・宇治茶・江州茶・
阿州藍・京都呉服・小間物等」と、当地産の「生鯖物・縞・綿・砂唐・塩・味噌等」である（6）。
　塩屋は 1867 年（慶応 3）に他の信州問屋とともに運上金を先納しており、1年間の運上
額を 37 両 2 分と見積もっている。なお信州問屋の株附荷物は、尾張藩による株仲間解散
により 1842 年（天保 13）３月に独占を解かれて直取引になる。1844 年（弘化元）の一時的
復活を経て 1847 年（弘化 4）から事実上の株仲間が復活するが、直取引はそのまま継続さ







い。尾張藩は、1682 年（天和 2）から他所荷物に対して 1両につき銀 1匁の運上金を徴収
するようになり、荷物問屋は入荷する荷物の運上金を徴収して、1か月分をまとめて藩に
納めた。前に述べたように菅井家資料には、開業直後の 1837 年（天保 8）正月から株仲間





































【表 1】塩屋の株附商品の売上高（単位：両）・入荷量と運上高（単位：両）（1837 年（天保 8）1月～ 1842 年（同
　　　13）2月）
「御運上差上帳」（菅井家資料（複製本））より作成
各項目の売上高は金 1両銀 60 匁で換算して合計し、合計額は 1両以下切り捨てで表示した。年間売上高
と年間運上高は同様にして合計し、匁以下切り捨てで表示した。このため各項目の金額合計と年間売上高
の金額には違いがある。
1837年（天保８） 1838年（天保９） 1839年（天保10） 1840年（天保11） 1841年（天保12） 1842年（天保13）
売上高 入荷量 売上高 入荷量 売上高 入荷量 売上高 入荷量 売上高 入荷量 売上高 入荷量
紙 438 139箇 194 73箇 215 70箇 722
265箇
3束 1034 255箇半 104 24箇
白木・小白木 118
52箇





立石柿・柿 190 290箇 70 114箇 64 131箇 56 236箇 129 445箇半 47 90箇半
実胡桃・胡桃 35 18箱 76
39箱
12櫃 9 14櫃 40 1櫃23箱




年間売上高 814.2 391.2.3 441.1 1191.2 1527 208.3









減するが、4年目からは軌道に乗り 5年目には開業時の倍近い 1527 両なっている。
　商品のなかでは紙の売上高が全体の 5割以上を占めており、その割合は次第に増加して
いる。塩屋の主要商品が紙であることを示している。白木類の割合は 3年目に増加して全




年（安政 2）、1860 年（万延元）、1864 年（元治元）の塩屋の紙・白木・干物果物の売上高を
示したものである。塩屋が売上高を藩に報告するために準備した覚書から作成した（10）こ
れによれば、1855 年（安政２）は 3219 両であり、株仲間解散後も売上高を伸ばしているこ
とがうかがえる。1864 年（元治元）には 7238 両に達し、特に紙の売上高は 5384 両と高い






　塩屋の経営帳簿は明治初期以後のものしかないが、1869 年（明治 2）7 月の「大々繁昌店
改帳」では差引〆高が 3123 両 2 分余、翌年 7月の惣差引〆高は 5269 両 2 分余である（13）。
店改帳の内訳は「取次帳」「御客帳」「牛方貸帳」「仲満講金」「端荷預り帳」「紙売帳」「白木売
帳（無し）」「萬入帳」「荷割帳」「大福帳」「白木大入帳」であり、その営業内容の概要を知る
ことができる。なお 1873 年（明治 6）1 月に信州問屋が作成した見積書から、信州問屋全
【表 2】安政～元治期（1854 ～ 1864 年）の塩屋の紙・白木・干物菓物の年間売上高（単位：両）
「願書・御請書・御達書留帳」（菅井家資料（複製本））より作成
各項目とも金 1両銀 60 匁で換算して 1両以下切り捨てで表示した
1855年（安政2） 1860年（万延1） 1864年（元治1） ３年間平均 信州問屋4家合計
紙 2158 2327 5384 3290 11371
白木類 811 1174 1517 1168 1621
干物・果物 249 191 335 258 727








数量（箇） 売上高（円） 数量（箇） 売上高（円） 数量 数量
麻・苧布 1321 19850 34 600 藍玉 740 箇 700 本
紙 1485 10879 400 2000 砂糖 2408 樽 500 駄
莨 3923 7775 1123 2150 菓子 1220 箱 1100 箱
薬種 1555 3999 215 645 蝋燭 750 箇 450 箇
白木 3800 1520 3800 1520 畳表 350 箇 320 箇
干物・果物 1028 2510 417 1200 生鯖 1470 箇 270 箇
合計 13112 46533 5989 8115 古手 751 箇 300 箇
金物 253 箇 160 箇















月まではごくわずかであり、11 月から 4月までが全体の 8割を超えている。また立石柿

















飯田藩は文化文政期（1804 ～ 1829 年）に胡桃と搗栗を将軍家への献上品にしている（17）。

































































によれば、1867 年（慶応 3）3 月に、美濃屋治兵衛・中嶋屋彦吉・中嶋屋彦右衛門・蔦屋
喜左衛門・蔦屋理右衛門・笹屋宗助・笹屋幸蔵の 7人が元結元締役に任命されている（24）。
これらの世話方や元締役の多くは藩御用達などを務める豪商であり、中嶋屋（加藤）彦三















　元結屋の下地紙の取引額は、春は 500 両、盆後には 300 ～ 400 両と大きいが、1792 年


































挽板 1000 束 594
薄板 6000 束 450
下駄木取 400 束 225
免ンパ 7112 211.7
野根板 100 束 150
黒柿 800 貫目 110
曲輪 40 本 60
木地盆 3200 枚 50
柄杓曲輪 60 束 45




















落ち込み、4年目に急増している。5年余の間に塩屋が取引した荷主は 73 町村の 179 人で
ある。ただし約６割は 1回だけの取引であり、定期的に入荷する安定した取引先と随時入




８年 ９年 10年 11年 12年 13年 実数 ８年 ９年 10年 11年 12年 13年 実人数 ８年 ９年 10年 11年 12年 13年 合計
信濃
下伊那 13 9 13 15 13 5 23 26 12 20 29 24 7 74 52 51 31 64 50 9 257
上伊那 2 1 2 2 3 2 1 3 3 5 5 2 5 3 15
筑摩 2 1 1 3 2 3 2 1 1 4 2 5 3 2 2 6 3 16
(木曽) 1 1 1 1 1 1
不明 1 1 1 1 1 1
小計 17 11 17 19 17 5 31 30 14 25 34 29 7 86 60 55 39 71 56 9 290
三河
加茂 6 3 2 10 8 5 16 11 5 6 20 13 6 31 13 5 8 30 19 7 82
設楽 1 1 2 1 1 2 1 1 2
不明 1 1 1 1 1 1
小計 6 4 2 11 9 5 19 11 6 6 21 14 6 34 13 6 8 31 20 7 85
美濃
恵那 6 2 4 10 10 5 14 16 4 8 23 25 7 45 23 6 9 46 41 8 133
土岐 3 1 2 1 1 4 3 1 2 1 1 6 3 1 2 1 1 8
不明 1 2 1 2 1 3 1 4 1 4 1 6
小計 9 3 7 13 12 5 20 19 5 11 27 27 7 55 26 7 12 51 43 8 147
尾張
名古屋 1 1 1 1 1 1
春日井 1 1 1 1 1 1
甲斐 八代 1 1 2 2 2 2










かとも思われる。孫右衛門は 1843 年（天保 14）5 月から伊那中馬の戻り荷物として信州行


















紙 白木・小白木 立石柿・柿 搗栗・勝栗・実胡桃 塩硝・蒟蒻芋・玉子
実町村数
合計
町村数 入荷回数 町村数 入荷回数 町村数 入荷回数 町村数 入荷回数 町村数 入荷回数 入荷回数
信濃
下伊那 12 131 8 33 11 53 7 39 1 1 23 257
上伊那 2 6 2 9 3 15
筑摩・木曽 2 4 2 11 1 1 1 1 4 17
不明 1 1 1 1
三河
加茂 8 61 10 20 1 1 16 82
設楽 2 2 2 2
不明 1 1 1 1
美濃
恵那 4 17 10 113 1 2 1 1 14 133
土岐 4 8 4 8
不明 1 4 1 2 2 6
尾張 名古屋・春日井 1 1 1 1 2 2
甲斐 八代 1 2 1 2


















く荷主もおり、なかでも小林村の藤左衛門（入荷 30 回）と下條の熊吉（同 22 回）は毎年の
入荷回数が多い（荷主一覧参照）。藤左衛門は 1837 年（天保 8）の 8月から翌年 3月までの
8か月間入荷が続き、それ以後も毎シーズン 5、6 か月間の入荷がある（38）。下條とは下條
郷の村々を指すかと思われるが、熊吉も毎シーズン 3、4 か月間の入荷がある。2人とも





町村名 荷主(人) 入荷回数(回) 町村名 荷主(人) 入荷回数(回)
下条 12 42 大野 7 9
小林 1 30 山本 3 8
三日市場 2 15 栗矢 3 8
柿野沢 4 14 大瀬木 3 6
飯田 5 12 向関 4 5
山本 1 5 飯田 3 5
小野川 1 4 浪合 3 3
八幡 1 3 河内 2 3
知久平 2 2 三日市場 1 3
大瀬木 1 2 小野川 1 2
大野 1 1 駒場 1 1





















































の 1876 年（明治 9）の各村の産物書上によって、明治初期の状況を知ることができる（48）。
これによれば、塩屋の荷主のいる伍和村（栗矢・河内・向関村（以上、長野県下伊那郡阿智村）






　陽皐村（下条村）は串柿は 1駄 800 串と記しており、これに従って計算すると伍和村か
らは 600 駄の串柿が名古屋方面に出荷されていた計算になる。運上帳で立石柿の入荷量が
最多になる時期は 1840 年（天保 11）11 月から翌年閏正月までの 4か月間だが、この間の



























































外 8か村）・三州馬（明川村外 14 か村）・濃州馬（水上村外 7か村）も中馬同様の荷物輸送
を行っていたという（53）。木曽牛は尾張藩領木曽の「尾州岡船」と称した牛稼ぎである。三
州馬は設楽郡の津具村や武節郷馬稼ぎと、加茂郡の明川村などの馬稼ぎがあり、設楽郡の
馬稼ぎと下伊那中馬は、化政天保期（1804 ～ 1843 年）に付通し荷物をめぐり対立してたび





















































　信州問屋が 1783 年（天明 3）4 月に作成した口上書（控）は、「伊那仲馬之義ハ其所之産物
自身商ひ荷物附参り、御当地にて売払戻り荷物附帰り候義御座候」と記している（59）。【表 9】
の立石柿の荷主である大野村（駒沢村枝郷）の文五郎は、1823 年（文政 6）12 月に同村の 2
【表 9】牛馬稼ぎ（荷継問屋を含む）の荷主
山内尚巳「伊那街道山間村における中馬稼ぎの展開－伊那郡浪合村を中心に－」（『信濃』第 32 巻第 7号）
「覚」菅井家資料（複製本）、『津具村誌』資料編Ⅰ 、『根羽村誌』下巻、『中馬制の記録』より作成
【表 8】安政期（1854 ～ 1859 年）の塩屋の敷金等貸付先牛馬 
　　　士の所在地（単位：人）
「覚」（菅井家資料（複製本））より作成















土岐郡 坂下 1 1
牛馬稼ぎ 荷継問屋（牛馬稼ぎ）
村 名前 入荷回数 入荷商品 村 名前 入荷回数 入荷商品
浪合 平兵衛 2 白木・立石柿 根羽 喜代三郎 3 白木
浪合 平右衛門 1 立石柿 荷問屋・名主・中牛馬仲間
大野 文五郎 1 立石柿 上津具町 九郎八 白木・椎茸
大瀬木 金太郎 7 紙・立石柿・実胡桃・勝栗 荷問屋・名主・上津具中馬惣代・馬稼本株所持
水上 仲右衛門 8 白木
水上 要右衛門 7 白木・柿
水上 文蔵 2 白木・蒟蒻
水上 十右衛門（重右衛門) 4 白木
水上 升吉(増吉) 6 白木
坂下 源太 3 白木







とは多かったと思われる。『中馬制の記録』には、明治 10 年代（1877 ～ 1886 年）に久米（長






主のひとりである。また塩屋の運上覚によれば、1852 年（嘉永 5）8月に九郎八から椎茸 4






















































で酒造業者である田中家の宝暦～寛政期（1751 ～ 1800 年）の大福帳には、白木（3両から
6両）の記載が続いているとされ、同家は 2疋から 4疋の馬を所有して、名古屋あたりま
で商圏を拡大したと推定されている（68）。また下手向村（岐阜県恵那市）の西尾数右衛門（塩


































飯田 1 9 足助 3 4 上 5 14
平谷 4 6 岩神 1 2 下手向 3 6
根羽 1 3 月畑 1 2 吉良見 1 6
浪合 2 2 牛地 1 1 久保原 3 5
箱川 1 1 閑羅瀬 1 1 大円寺 1 5
親田 1 1 小原 1 1 大川 3 5
上野原 1 1 小 1 1 明知 2 2
合計 13 33 三ツ久保 1 1 峯山 1 2
平畑 1 1 門野 1 1





野入 1 1 坂下 1 3









































































勘左衛門 信濃国伊那郡清内路村 未9月15日 椹三五板15駄の内金15両借用
扇屋太十郎 美濃国武儀郡上有知村 午10月22日 杉枇板・小柾板木類引当に８両２分と敷駄賃借用
木屋忠兵衛 美濃国恵那郡竹折村 未6月22日 板代先金５両借用
十八屋半兵衛 美濃国恵那郡中津川村 午9月5日 唐桧納豆小白木54箇につき塩屋への附払い済み
新屋与七 名古屋七軒町 安政2年11月 岩村山仕出し板の内に10両借用






















相院から野口庄三郎と手代に宛てた、桧山（36 本）売渡し内金請取覚（1853 年（嘉永 6）12 月）
や、上村の荷継問屋吉田屋庄次から大舟山職人中と塩屋孫右衛門に宛てた、杉の板子・桶






































地域の加茂郡に 7か村 15 人、恵那郡に 4か村 7人がいる。また加茂郡の足助村にも 2人
の荷主がいる。元文年間（1736 ～ 1740 年）の『三河国二葉松』は、加茂郡の土産名物器財
として「足助紙漉」をあげており、足助は加茂郡における紙の生産流通拠点であると考え
【表 12】大曽根藤屋善兵衛に入荷した白木荷物の荷主と牛馬稼ぎ
①戌 3月 19 日藤屋善兵衛覚書　　② 3月藤屋善兵衛覚書　　③ 3月信州問屋覚書
菅井家資資料（複製本）より作成
入荷日 荷主 牛馬稼ぎ 荷物
① 戌 2月 13 日．29 日 伴左衛門 三河国加茂郡大草村 藤蔵 尾張国春日井郡小幡村 杉四分板２駄
② 1月 9日 松六分板 2駄、杉四分板 1駄
1月 21 日 杉四分板 2駄
2月 9日 周吉 三河国加茂郡笹戸村 桐板１駄
3月 17 日 忠兵衛 三河国加茂郡千洗村 桐板１駄
③ 2月晦日 桐板１駄
2月 13 日．29 日 伴左衛門 三河国加茂郡大草村 藤蔵 尾張国春日井郡小幡村 杉四分板 2駄
3月 19．21 日 藤蔵 三河国加茂郡鍛冶屋敷村 菊右衛門 尾張国春日井郡大森村 桧板２駄
3月 21 日 佐右衛門 尾張国春日井郡野田村 嶋蔵 尾張国春日井郡稲葉村 桐板１駄


















申候」（2 月 10 日）、「傳二を山方へ





　塩屋が足助村の紙仲買商から紙を仕入れていることは、1867 年（慶応 3）11 月に恵那郡
明知村の備前屋（福岡）源兵衛から塩屋に宛てた、紙仕入金の借用金返済の期限変更を依






















































































　串原村は本郷 8か村と川通 13 か村からなり、後者は美濃閑羅瀬村や相走村など矢作川
右岸沿いの村々で構成されている。串原村の石高は、1842 年（天保 13）の年貢割当高では
1082 石余であり、このうち美濃閑羅瀬村は 41 石 4 斗余である（100）。
　串原村は、『美濃明細記』（1738 年・元文 3）に恵那郡の紙の産地のひとつに挙げられてお
り、典具帖（薄手の高級紙）など各種の紙を生産している（101）。松平乗紀が岩村に入封した




天具丈・薄天具丈・串原紙・河合紙・下和（合計 1516 束 19 帖）を納め、受け取った代米





















は、堀家文書の 1880 年（明治 13）の勘定書に「熨斗杉原九箇」とあることから「熨斗杉原紙」
のことだとわかる（112）。また「金花」はわからないが、「極上々吉」などの印がある。1束の
重さは 420 匁目から 510 匁目であり、13 束から 15 束で 1 箇、1箇の重さは 6貫 300 匁目
から 6貫 900 匁目である。なお覚書の末尾の記載から、堀家は数種類の杉原紙と厚紙を生
産していることがわかる。
　1駄付けの箇数の記録はないが、前述した 1763 年（宝暦 13）の飯田の中馬荷物調査は、
紙は 1箇 13 貫目程で 2箇付 1駄としており、堀家の紙１箇分はその約半分である（113）。堀





印 名称 １束あたり重量（貫・匁目） 束数 重量（貫・匁目） 出荷先 出荷日 その他
い のし椙原 500 13 6貫500 白木屋甚右衛門 1月11日 彦次ニ遣
ろ のし椙原 530 13 6貫890 白木屋徳右衛門 1月29日 彦次ニ遣
は のし椙原 530 13 6貫890 白木屋徳右衛門 1月29日 彦次ニ遣
に のし椙原 500 13 6貫500 白木屋徳右衛門 1月9日 勝次持
ほ のし椙原 520 13 6貫760 白木屋徳右衛門 1月9日 勝次持、２月８日是迄之仕切済
へ のし椙原 500 13 6貫500
極印 きんが 460 15 6貫900 白木屋甚右衛門 4月13日
と のし椙原 520 13 6貫760
ち のし椙原 500 13 6貫500 厚２入、薄１入
り のし椙原 500 13 6貫500 厚１入
ぬ のし椙原 500 13 6貫500 白木屋甚右衛門 4月13日
極上々吉 金花 460 15 6貫900 白木屋甚右衛門 4月13日
る のし椙原 500 13 6貫500 白木屋徳右衛門 4月13日
極上々吉 金花 420 15 6貫300 白木屋甚右衛門 4月13日
極上々吉 金花 470 14 6貫580 白木屋徳右衛門 4月13日
を 金花 510 13 6貫630 白木屋徳右衛門 4月13日 徳3ツ、宮藤1ツ
小計 215 106貫110
外に
520 3 1貫560 白木屋徳右衛門 6月13日
460 3 1貫020 白木屋徳右衛門 6月13日 1束に120匁引
420 2 680 白木屋徳右衛門 6月13日 1束に80匁引










































箇の代金は、１両（銀 60 匁）あたり 2貫 400 匁目または 2貫 250 匁目の計算で銀 698 匁１
分になる。ここから運上金と口銭および駄賃を差し引いた 11 両と銀 5匁 9 厘を、徳右衛
門は堀太郎左衛門に渡している。太郎左衛門は友八郎の養子であり、後述する飯沼村（岐
阜県中津川市）の宮地藤四郎の三男である（115）。堀家の 6月までの紙の生産量は 109 貫 370
匁目であり、右の値段の平均値で全部が売れたと仮定すると売代金は 47 両 2 匁余になる。
　堀家文書には、この他にも年不明の白木屋徳右衛門と白木屋甚右衛門から友八郎や太郎
左衛門宛の仕切状が残されている。このうち戌 7月と未 9月 10 日の徳右衛門の友八郎宛
仕切状は、「御手漉」という表記や太郎左衛門に代金を渡すという手続きが一致することか
ら、1784 年（天明 4）に近い時期のもと考えられる（116）。前者は 13 箇半の売代金が 58 両 3
分 4 匁余、後者は 8箇の売代金が 23 両 2 分 14 匁余である。18 世紀後半の堀家は 1年で
50 両前後の売上高はあったものと推定できる。
　なお堀家は明治期まで信州問屋との紙の取引を続けており、白木屋徳右衛門は 1888 年
（明治 21）までの勘定書が、塩屋孫右衛門は 1877 年（明治 10）の勘定書が残されている（117）。
この時期の徳右衛門の勘定書には森下紙、孫右衛門の勘定書にはのし紙の仕入れが記され
ている。また 1893 年（明治 26）の楮の仕入書も残されている（118）。
（3）堀家と信州問屋の紙取引




















































1816 年（文化 13）4 月の紙草株質物手形の宛名であることから、書状はこの年からそれほ
ど遠くない時期のものであると思われる。
　堀家の紙漉作業の様子はわからないが、前述の藤四郎の日記では、10 月 23 日から紙漉
作業が始まり、年末の中断を経て１月 10 日からは梱包作業が始まっている。そして杉原
紙は 4月 13 日、小紙は同 28 日に終了している。藤四郎は奉公人や賃払いの者たちと一緒
に紙漉きを行っている。また「楮附」「紙草附」「草附」のために奉公人が上村や釜戸村に出










































で 61 石余、戸数は不明だが、前述の時瀬村奉加帳には 27 人が参加している（126）。幕末の
白石村には常に 4、5人の紙漉屋がいたようであり、村内の戸数に占める割合は小さくない。
　運上帳にはないが白石村の柳右衛門も塩屋に紙を出荷しており、1853 年（嘉永 6）7 月












































































































（8）菅井家資料（複製本）203。『愛知県史』資料編 15（愛知県、2014 年）186 に、本文史料と
同じ 1837 年（天保 8）正月分の塩屋孫右衛門の運上差上帳が掲載されている。原史料が
異なるために人名や字句に若干の相違がある。









































治文献資料刊行会、1959 年）によれば、愛知県の元結生産高（189944 束、18994 円）は、
飯田のある筑摩県（757159 丸、70520 円余）に大きく離されているが、東京府に次いで 3
位である。なお「府県物産表」の統計数字そのものに多少の誤りがあるという指摘があ
る（山口和雄『増補明治前期経済の分析』東京大学出版会、1956 年 p2）。1875 年（明治 8）

















蕨粉」信州下條 熊吉、飯田 惣兵衛、粒路銀 清兵衛、栗谷 作兵衛、「三州東美濃ゟ出候 紙・
干物類・果物・蕨粉」三州中ノ御所 与右衛門、同有馬 伴右衛門、濃州上村 兵右衛門、
同
（ママ）
時瀬 治郎兵衛、「信州三州東濃州飛州ゟ出候 白木類」信州田嶋 林助、三州津具 九郎八、
濃州田瀬 孫右衛門 、同岩村 平七、同所 助七、飛州中洞 重左衛門
（40）『下条村誌』上巻（下条村誌刊行会、1977 年）p753、p773。
（41）今牧久「信州下伊那地方における紙漉業の発展と紙問屋騒動（二）」（『信濃』11 巻 5 号、
1959 年）p45、『下伊那史』第八巻（下伊那誌編簒会、2006 年）p608。
（42）『長野県史』近世史料編第四巻（三）（長野県史刊行会、1983 年）1993、なお（15）によれば、

































（64）『愛知県史』通史編 4（愛知県、2019 年）p544、『同』通史編 5（愛知県、2019 年）p272。
（65）菅井家資料（複製本）426-4。


















現金屋伊兵衛は松田伊兵衛であると推定できる。また 1856 年（安政 3）8 月の岩村町民
提出の願書の奥書に「問屋松田伊兵衛」の名があることから、岩村町の問屋を務めてい






















（93）「紙仕入金借用申證文之事」（慶応 3年 11 月）（菅井家資料（複製本）469-42）。























（103）堀家文書 9-19。岩村藩の藩主家一族で彦三郎の字名をもつ者は、新墾田 2000 石を
分知された松平致乗家の三代乗純だけである。乗純は 1744 年（延享元）に同家の養子に
入って遺跡を継ぎ、1761 年（宝暦 11）3 月に没している（『新訂寛政重修諸家譜』第 1　続
































































搗栗 玉子 蒟蒻 塩硝
信濃 伊那
（下伊那）
1 下条（43） 熊吉 6 23 ●（22） ●（1）
善左衛門 3 4 ●
四郎左衛門 3 3 ●
市郎右衛門 2 3 ●
治左衛門 2 2 ●
浅右衛門 1 2 ●
新三郎 1 1 ●
善兵衛 1 1 ●
文左衛門 1 1 ●
惣右衛門 1 1 ●
藤左衛門 1 1 ●
六左衛門 1 1 ●
2 三日市場（30） 与左衛門 3 29 ●（14） ●（3） ●（11）●（1）
七郎右衛門 1 1 ●
3 小林（柏原村枝郷）（30）藤左衛門 6 30 ●
4 飯田（26） 与八 4 11 ●（9） ●（2）
善治郎 4 7 ●
平五郎 1 2 ●
権蔵 1 2 ●
多四郎 1 1 ●
伊三郎 1 1 ●
与左衛門 1 1 ●
弥根太郎 1 1 ●
5 山本（25） 柳蔵 5 18 ●（5） ●（4） ●（8） ●（1）
甚右衛門 2 2 ●
京弥 1 2 ●
喜平 1 1 ●
五左衛門 1 1 ● ●
龍蔵 1 1 ●
6 小野川（23） 定吉 5 21 ●（4） ●（9） ●（2） ●（1） ●（5）
粂助 1 1 ●
源之丞 1 1 ●
7 柿野沢（知久平村枝郷）（14） 伊三郎 4 6 ●
源三郎 2 6 ●
金兵衛 1 1 ●
平左衛門 1 1 ●
8 大瀬木（14） 金太郎 3 7 ●（2） ●（2） ●（1） ●（2）
常太郎 2 4 ●（3） ●（1）
常吉（恒吉） 1 3 ●（1） ●（2）
9 大野（駒場村枝郷）（11）安兵衛 2 4 ●（1） ●（3）
文五郎 1 1 ●
源吉 1 1 ●
広吉 1 1 ●
吉兵衛 1 1 ●
国吉 1 1 ●
彦兵衛 1 1 ●
熊吉 1 1 ●
10 栗矢（8） 作之丞 4 4 ●
惣左衛門 3 3 ●
甚三郎 1 1 ●
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11 向関（5） 国吉 2 2 ●
領三郎 1 1 ●
十兵衛 1 1 ●
千代吉 1 1 ●
12 浪合（5） 平兵衛 1 2 ●（1） ●（1）
平右衛門 1 1 ●
太兵衛 1 1 ●
伝右衛門 1 1 ●
13 平谷（5） 四郎左衛門 2 3 ●
伊三郎 1 1 ●
源四郎 1 1 ●
弥兵衛 1 1 ●
14 河内（3） 伊太郎 2 2 ●
嶋五郎 1 1 ●
15 根羽（3） 喜代三郎 2 3 ●
16 八幡（島田村内）（3） 儀助 2 3 ●
17 知久平（2） 七郎左衛門 1 1 ●
勘作 1 1 ●
18 北方（1） 吉五郎 1 1 ●
19 箱川（竹佐村枝郷）（1）林弥 1 1 ●
20 虎岩（1） 七郎右衛門 1 1 ●
21 駒場（1） 国吉 1 1 ●
22 親田（1） 利右衛門 1 1 ●
23 上ノ原（入野村内）（1）伝蔵 1 1 ●
伊那
（上伊那）
小出（11） 亀右衛門 3 5 ●（1） ●（4）
繁左衛門 2 5 ●
三郎 1 1 ●
桜井（貝沼村枝郷）（3）吉太郎 2 3 ●
上穂（1） 茂兵衛 1 1 ●
筑摩 神林（10） 庄三郎 5 10 ●
松本（2） 善兵衛 1 1 ●
松井屋 1 1 ●
会田（4） 勘作 2 3 ●（2） ●（1）
甚助 1 1 ●
（木曽） 奈川（1） 甚右衛門 1 1 ●
不明 前原（1） 兵右衛門 1 1 ●
美濃 恵那 24 水上（70） 利右衛門 6 18 ●（17）●（1）
仲右衛門 4 8 ●
要右衛門 3 7 ●（6） ●（1）
升吉（増吉） 5 6 ●
勝蔵 3 5 ●
源兵衛 3 5 ●
国吉 2 4 ●
十右衛門（重右衛門）2 4 ●
用右衛門 1 3 ●
文蔵 2 2 ●（1） ●（1）
繁蔵 1 1 ●
周右衛門 1 1 ●
豊五郎 1 1 ●
与右衛門 1 1 ●
繁右衛門 1 1 ●
権蔵 1 1 ●
十太 1 1 ●
伊右衛門 1 1 ●
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25 上（14） 鹿之右衛門 3 7 ●
庄治 2 3 ●
兵右衛門 1 2 ●
与兵衛 1 1 ●
伊介 1 1 ●
26 閑羅瀬（串原村技郷）＊
（9）　
吉兵衛 4 6 ●
太郎左衛門 2 2 ●
佐吉 1 1 ●
27 下手向（6） 数右衛門 3 4 ●
惣七 1 1 ●
留蔵 1 1 ●
28 吉良見（6） 宇右衛門 4 6 ●
29 久保原（5） 銀蔵 1 2 ●
徳治 1 2 ●
兵蔵 1 1 ●
30 大円寺（富田村枝郷）（5）万右衛門 4 5 ●
31 大川（5） 彦六 1 3 ●
金右衛門 1 1 ●
藤十郎 1 1 ●
32 相走（串原村枝郷）（4）半右衛門 3 4 ●
33 浅谷＊（3） 孫惣 2 2 ●
新左衛門 1 1 ●
34 明知（2） 権蔵 1 1 ●
儀左衛門 1 1 ●
35 峯山（2） 権蔵 2 2 ●
36 門野（1） 利左衛門 1 1 ●
37 島崎（野原村枝郷下切の内）（1）九右衛門 1 1 ●
土岐 38 坂下（柿野村枝郷）＊（3）源太 3 3 ●
39 細野（3） 治右衛門 1 1 ●
弥右衛門 1 1 ●
惣十 1 1 ●
40 柿野（1） 繁蔵 1 1 ●
41 釜戸（1） 源助 1 1 ●
不明 大助（4） 惣左衛門 2 2 ●
源右衛門 1 1 ●
弥左衛門 1 1 ●
弓木（2） 長助 1 2 ●
三河 加茂 42 白石（29） 常八 5 12 ●
孫七 3 7 ●
伝兵衛 4 5 ●
太兵衛 3 4 ●
藤兵衛 1 1 ●
43 足助（16） 茂八 5 6 ●
庄八 3 5 ●
藤八 2 2 ●
定吉 2 2 ●（1） ●（1）
久助 1 1 ●
44 時瀬（8） 治郎兵衛 3 3 ●
友八 2 2 ●
芳五郎 2 2 ●
伊兵衛 1 1 ●
45 沢尻（7） 藤兵衛 3 5 ●
嘉兵衛 2 2 ●
46 明川（6） 三郎右衛門 2 4 ●
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周左衛門 1 1 ●
平蔵 1 1 ●
47 小原（3） 善左衛門 1 2 ●
安蔵 1 1 ●
48 岩神（2） 藤左衛門 2 2 ●
49 明賀（2） 弥助 2 2 ●
50 月畑（2） 周兵衛 1 2 ●
51 牛地（1） 清九郎 1 1 ●
52 大坪（1） 甚兵衛 1 1 ●
53 閑羅瀬（1） 弥左衛門 1 1 ●
54 小（1） 重左衛門 1 1 ●
55 三ツ久保（1） 彦左衛門 1 1 ●
56 百月＊（1） 半右衛門 1 1 ●
57 平畑（1） 源左衛門 1 1 ●
設楽 58 稲橋（1） 平左衛門 1 1 ●
59 野入＊（1） 伝四郎 1 1 ●
不明 村名未記載 文治 1 1 ●
尾張 名古屋城下 60 赤塚町（1） 美濃屋定吉 1 1 ●
甲斐 八代郡 市川（2） 八左衛門 1 1 ●
岩吉 1 1 ●
（尾張カ）（春日井カ） 61 大森＊（1） 佐吉 1 1 ●
「御運上差上帳」（菅井家文書）より作成
＊を付けた村は、国名の明らかな誤りなどにより国郡の所属を訂正または推定した
